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〈大川駅〉（JR 鶴見線／川崎市川崎区）工業地帯の人員
輸送が目的で建設された鶴見線、この大川駅はその
末端にある終着駅で、開業は私鉄だった鶴見臨港鉄
道時代の 1926（大正 15）年。現在の駅舎は 1950（昭

和 25）年に改築された。以前は駅員もいた駅だった
が今は朝晩しか列車が来ない秘境駅として有名に。

（上）〈尻手駅〉（JR 南部線／川崎市幸区）大
屋根とモルタルで覆われた駅舎は、1946
（昭和 21）年に再建された戦災復興型駅
舎として貴重。「尻手」は横浜市鶴見区
の地名だが駅は川崎市に。南武線には矢
向駅、平間駅と同年代の駅舎が残る。

（中）〈向ヶ丘遊園駅〉（小田急小田原線／

川崎市多摩区）かつて小田急は中折屋根の
モダンな洋館駅舎を主要駅に建てていっ
た、今も唯一残るのがこの北口駅舎だ。
竣工は 1927（昭和 2）年のこと。2020
年に原型を保ってリニューアルされた。

（下）〈鶴見小野駅〉（JR 鶴見線／横浜市鶴見

区）まだ私鉄時代の 1929（昭和 4）年に
建てられた木造駅舎が健在、貨物を想定
しない都市駅だけに上下ホーム別々に改
札があり、この駅舎があるのは下り線側。

〈大口駅〉（JR 横浜線／横

浜市神奈川区）駅舎が次々
に改築される中、奇跡の
ように木造駅舎が残る。
1947（昭和 22）年開駅時
に建てられた駅舎は戦後
モダニズムスタイルの片
流れ屋根をもつ、東口に
も同形駅舎がある。 大口駅東口
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明治・大正・昭和と

時代の面影を今も残す木造駅舎には

日本の建築様式の移り変わりが見えます。

タイムスリップしたような

風情のある佇まいを楽しみましょう。


